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１．評価者の指摘及び提言概要 

湿地機能の多面的評価に重要な知見を提供し、当初の目標は達成できたと考えられる。

特に全国規模のデータベース作成および種々の調査マニュアルツールの公開は、今後の活

用が期待できる。アウトリーチも適切かつ効果的であり、科学的にも価値の高い発信がな

されている。ただし、各サブテーマの個別的な成果が主になっており、本課題の目的であ

った「湿地の多面的価値評価軸」の開発など、統合的成果が十分でないこと、対象として

いる湿地の定義が曖昧なため、評価している生態系サービスの項目が妥当性も明確でない

ことの印象がある。今後、保全優先度だけでなく、多様な湿地の再生の指針づくりにも取

り組んでほしい。 

 

２．評点 

総合評点：Ａ 

 


